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■旅⼤⼯職⼈PROFILE  No.01■ 

『海外の旅⼤⼯職⼈さん ⽇本研修』  取材レポート

地域と共に、世界に誇れる住文化の創造

海外と⽇本の職⼈（技術・ノウハウ）交流を⽬的として開催している、地球の会主催「海外旅⼤⼯職⼈さん ⽇本研修」。

  昨年末より約3カ⽉間研修を受けられたジーモンさん（⽯橋⼯務店様受け⼊れ）と、
マイケルさん（安成⼯務店様受け⼊れ）。お⼆⽅に本研修についてお話をうかがいましたのでご紹介します。

           ジ ー モ ン         ポ  ッ  ペ

⽒名︓ Simon Pöppeさん
国籍︓ ドイツ
年齢︓ 28歳
性別︓ 男性

＜受け⼊れ⼯務店＞
⻑崎 ㈱⽯橋⼯務店

今回どのよう
な⽬的で研修

に参加されました
か︖

地球の会のホーム
ページを拝⾒し、⽇
本の⼀般建築の⼤
⼯仕事を経験した
いと思い参加しま

した。

 実際に研修を受けられてみ
ていかがでしたか︖

⽇本建築の種類の多さがとても印
象的でしたね。仕事の仕⽅や⽇本
⽂化など、皆さんから新しいことをたく
さん学ぶことができて、とても参考にな

りました。

現場での仕事で困ったことはありません
でしたか︖

作業の説明を聞いていて、どうしても分からない
ことがありました。ただ、柱に番号や平仮名が書
いてあるので、どの列に置いたらよいかが分かり、

本当に助かりました。

今回研修を受け⼊れてくださった
⽯橋⼯務店様へメッセージをお願いし

ます。

初⽇から信頼できるユーモアにあふれた仕事仲
間に囲まれ、とても良い環境の中で仕事ができ
ました。⽯橋⼯務店の⼀員であったことに⼤変
誇りを感じています。⽇本で過ごした⽇々を決

して忘れることはありません。皆さん、どうか
お変わりなくお過ごしください。

現場での仕事について、⽇本
とドイツで違いはありましたか︖

仕事の内容に⼤きな違いはありません
が、使⽤する部材が違いましたね。ドイ
ツでは太い材⽊を⽤いていますが、⽇本
では⼀つひとつの部材に細い材⽊が使
われていました。⼀番の違いは勤務時
間ですね。ドイツでは午後4時には⼀
⽇の仕事が終わるのですが、⽇本で

は、皆さん遅くまで仕事をされて
いました。
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■旅⼤⼯職⼈PROFILE  No.02■ 

『海外の旅⼤⼯職⼈さん ⽇本研修』  取材レポート

地域と共に、世界に誇れる住文化の創造

            マ イ ケ ル           ガ ン ダ ー ス ワ イ ラ ー

⽒名︓ Michael Guntersweilerさん
国籍︓ スイス
年齢︓ 24歳
性別︓ 男性

＜受け⼊れ⼯務店＞
⼭⼝ ㈱安成⼯務店

研修はいかがでしたか︖

建築現場で皆がお互いに尊敬の
念を持って接していたことが、とても
印象的でした。海外の建築現場で
は意外に⾒逃されがちな部分です。
現場で作業をするにあたり、多少
の⾔葉の壁はありましたが、直ぐ
に解決できました。何よりお互
いの体験を分かち合えたこ

とが良かったですね。

若い旅⼤⼯職⼈が世界を旅しながら技術を学ぶ伝統的制度「ヴァルツ（旅職⼈）」。
様々な制約※1 がある中で、伝統的な⾐装※2 を纏い、⾃らの意思で世界の⼤⼯現場に⾝を置く彼らからは、
⼤きな⾃信と誇りが溢れていました。

地球の会では、今後も本研修を継続して実施。⽂化も枠組みも違う海外の旅⼤⼯職⼈と⽇本の職⼈の交流を通じて、
互いの国の⽊造建築技術やノウハウを学び合い、共に発展していくこと、さらには⼤⼯の職業意識向上を⽬指します。

※１  旅職⼈は修⾏期間中（３年と１⽇）、家から半径５０㎞内の⽴ち⼊り禁⽌、PCやスマートフォンなどの
        通信⼿段の携帯禁⽌という伝統的な制約の元で、世界を旅しています。
※２  伝統的な⾐装について、ジャケットの6個のボタンには週6⽇働く、ベストのボタン8個には
        1⽇8時間働くというヴァルツのアイデンティティが込められています。

今回の研修をどのように
してお知りになりましたか︖

⾃国の⼤⼯協会を通じて知り
ました。⽇本の建築や装飾、⼤

⼯の働き⽅について学び、
⽇本の⼈々と知り合いに
なりたいと思い、今回の
研修に参加させてい

ただきました。

今回研修を受け入れてくださった
安成工務店様へメッセージをお願いします。

素敵なデザインと通気性のある家。私は安成工務店
をとても好きになりました。木材がどのように加工され、
断熱材がどのように作られるのかについて洞察が得られ
たことは私の財産です。何より安成工務店のチームの一員に

迎えていただけたことをとても嬉しく思います。
皆さんどうかお幸せに！

現場での仕事
で、印象に残った
ことは何ですか︖

とにかく⽇本の⼤⼯さ
んは、仕事が正確で

緻密だと感じました。他
にも印象に残ったことは
たくさんありますが、特に
私が気に⼊ったのは、屋
根で集めた太陽の熱を
利⽤して、床から暖かい
空気を放出するというア
イデアですね。省エネル
ギーで家を暖かく保つ
このアイデアは、ヨーロ
ッパでも助けになると

思います。

現場での仕事につ
いて、日本とスイスで
違いはありましたか？

住宅の構造に違いはあり
ましたが、ヨーロッパと日
本の作業プロセスは似て
いる部分も多かったです
ね。一番の違いは、現場が
非常に清潔であること。ス
イスでは、清掃を週1回し
かしませんので本当に

驚きました。
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